１）化学技術特論ａ　(VT523a)　―環境に貢献する化学技術
戦後の廃墟の中から先進国の一翼を占めるに至った日本の経済発展に伴って生じた公害・環境問題に挑戦し、解決してきた技術者は、さらに「地球環境問題」に視野を拡げている。即ち、「大量生産大量消費社会」から「持続可能な循環型社会」へという大きな社会変革を推進するために、環境分野での取り組みを続けている。ここでは、高度成長の終焉となる１９９０年代から２１世紀にわたり、いくつかの環境分野における技術進歩とその成果を、技術開発実績として解説するとともに、これからの環境経営のあり方にも言及している。　科目は４つのカテゴリー、「環境政策と企業」、「地球環境」、「廃棄物処理への取り組み」、「企業における経営と技術の取り組み」から構成され、各カテゴリーについてさらに詳しく論じている。開講当初（２００９年）に実施した講義内容を表１に掲げる。その後、講義内容は部分的に改編されたものの、基本コンセプトは受け継がれた。
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